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                           企業局企画経営室・施設課 

項 目 台風 13 号に係る企業局の対応状況等について 

１ 被害状況  ⇒ 実被害なし 

○ 土合配水場（神栖市：鰐川浄水場関連施設）で短時間の停電があり、その影響

で流量調整弁が遠隔操作不能になったものの、復旧作業を進め、９月９日（土）

午前中には復旧済みで給水に影響なし。 

○ その他、２浄水場、２取水場及び３配水場において瞬間停電等があったが、復

旧済みであり、給水に影響なし。 

 

２ 対応経緯（９月７日（木）～９日（土）） 

 〇企業局（本局）の災害対策会議（３回開催） 

事前の準備として、風水害時の対策内容（本局の待機体制や水道事務所との連

携方法等）を確認。 

また、９月９日（土）には、早朝から、水道事務所に対して被害状況及び各事

務所の対応状況の報告を依頼し、実被害がないことを確認。 

  〇水道事務所の対応 

    事前の準備として、風水害時の災害対応や待機体制を確認。また、取水口の

確認や清掃、原水濁度の監視※を強化するなどの水質管理を徹底。 

９月９日（土）には、早朝から、各浄水場内（屋内及び屋外）の巡視を行い、

現場状況を点検し、上記１以外の問題がないことを確認。 

  ※原水の濁度を計測し、濁度が高い場合には薬品を注入するなどの処理を行うこと 

 

 ３ その他 

（公社）日本水道協会茨城県支部（事務局：日立市）に対して、市町村から応援

要請があった際には、企業局としてできる限りの支援をすることを申入れ。 

⇒ 実際応援要請はなし 
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                                 企業局施設課 

項 目 企業局におけるＰＦＡＳ
ピ － フ ァ ス

に係る現況と規制基準強化に向けた取組について 

１．企業局の浄水に係るＰＦＡＳの現況 

○県民に安心していただくため、本年５月から、検査頻度を今までの年１回から月

１回に増やし、検査結果を随時当局ホームページに公表している。 

○令和３（2021）年度以降の検査におけるＰＦＯＳ及びＰＦＯＡ（有機フッ素化合

物の中でも有害性が高いとされる物質）の合算値は、下表のとおり。 

【企業局の浄水に含まれるＰＦＯＳ・ＰＦＯＡの合算値（単位：ng/L）】 

R3 年度 R4 年度 R5 年 5 月 R5 年 6 月 R5 年 7 月 R5 年 8 月 

2～13 2～12 2～8 2～8 2～10 2～9 

※厚生労働省が設定したＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの暫定目標値（令和２年４月適用）

は、合算で 50ng/L 以下。 

※これまでに企業局の浄水が目標値を超過したことはない。 

２．企業局における取組 

○本年３月、米国環境保護庁は、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡそれぞれの規制値を４ng/L 以

下にする案を発表。 

※従前の同国における規制値は、ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ合算で 70ng/L 以下。 

○今後、我が国においても米国案並みの規制値に強化された場合を想定し、当局と

しても迅速に対応できるよう、本年４月に局内でワーキングチームを発足し、Ｐ

ＦＡＳの除去方法について検討を開始。 

○ワーキングチームでは、現在、鹿島浄水場において調査実験を行っており、粒状

活性炭の吸着能力を高めることで浄水のＰＦＯＳ・ＰＦＯＡの値を４ng/L 以下に

抑えられるという結果が得られた。 

○今後は、コスト面に十分留意しながら、効果的な粒状活性炭の運用方法等につい

て検討を進めていく。 

３．国の動き 

○本年７月、「ＰＦＡＳに対する総合戦略検討専門家会議」（環境省）が科学的知

見に基づき監修した「ＰＦＯＳ、ＰＦＯＡに関するＱ＆Ａ集」によると、暫定目

標値（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ合算で 50ng/L）の取扱いについては、今後も環境省と

厚労省が連携し、最新の科学的知見に基づく専門家の検討が進められる予定。 

＜ＰＦＡＳとは＞ 

○ＰＦＡＳ
ピ ー フ ァ ス

は、ＰＦＯＳ
ピ ー フ ォ ス

、ＰＦＯＡ
ピ ー フ ォ ア

に代表される有機フッ素化合物の総称であ

り、生体内に長く蓄積された場合、生殖不全や発育不全を引き起こす可能性が

あると報告されている。 

○人工的に化学生成された物質であり、独特の性質（撥水、撥油、耐熱、耐薬品

等）を持ち、消火剤、撥水剤、表面処理剤等に用いられてきた。 

○分解困難で、極めて残存性が高いため、世界中の地下水、河川水、土壌、生物

体内等から検出されており、人体や生態系への影響が懸念されている。 
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